
サイドスキャンソナーや浅い水域ではマルチビームを用いて水底面
音響調査を実施します。深浅計測、海底の３Dモデリングびより、河
床、海底の地形状況を視覚的に確認することが可能です。
また、磁気探査では、音響調査で確認することができない海底に埋
設されたケーブル等の金属類の位置を曳航式磁気探査によって確認
することが可能です。

音響調査・磁気探査等

ROV（水中ドローン）
ダム、橋梁、港湾・護岸、発電所、海底ケーブル、洋上風力等のイン
フラ施設の水中等を対象に、ROV（水中ドローン）を活用し、構造物
の位置情報や画像を取得し、画像の鮮明化処理が可能です。また、取
得したデータから水（海）底面の図面の作成も可能です。

（サイドスキャンソナー・磁気探査機のイメージ）

音響・磁気・画像等による水中調査

（マルチビームのイメージ）



https://chuden-drone-service.com/

東桜会館で開催中！


